
 
 

第 6８回中国地区ろうあ者大会 
〇期 日：2024年５月 17日（金）～18日（土） 

〇場 所：広島市南区民文化センター、広島県聴覚障害者センター 

〇主 催：中国地区ろうあ連盟 

〇主 管：一般社団法人 広島県ろうあ連盟 / 一般社団法人 広島市ろうあ協会 

 

第 16回中国・四国地区ろうあ者体育大会 
〇期 日：2024年５月 18日（土）～19日（日） 

〇場 所：開会式／監督・主将会議 広島市南区民文化センター 

                      広島県聴覚障害者センター、瀬野川公園ソフトボール場、 

広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）武道場＆小アリーナ、 

賀茂ボール、広島市心身障害者福祉センター、 

Balcom BMW広島総合グランド補助競技場 

〇主 催：中国地区ろうあ連盟・四国ろうあ連盟 

〇主 管：一般社団法人 広島県ろうあ連盟 / 一般社団法人 広島市ろうあ協会 

 

～～～ ご案内・申込書 ～～～ 
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令和 6 年（2024 年） 

中国地区ろうあ者大会および中国・四国地区ろうあ者体育大会 

歓迎の言葉 
 

まだまだ寒い日が続きますが春が訪れるのもあとひと月あまり、中国地区・ 
四国地区ろうあ連盟の会員の皆様および関係者の皆様、お変わりなくお過ごし 
でしょうか。 

  この度、令和 6 年（2024 年）5 月 17 日から 19 日に広島県において第 68 
回中国地区ろうあ者大会および第 16 回中国・四国地区ろうあ者体育大会を開 
催する運びとなりました。 

 
  大会開催挨拶に先立ちまして、新年に起きた能登半島での大地震と津波によ 

って被災した方々にお見舞い申しあげます。また同じく被災した多くの聴覚障 
害者および関係者のため、今私たちができることをできる範囲で、皆様と一緒 
に支援を続けていきたいと考えております。 

  また中国地区・四国地区においてはひとたび「南海トラフ地震」が起これば 
大きな被害を受けます。災害への備えを続け、大切な命を守っていきましょう。 

 
  さて今回の大会では、初めての特別企画「船釣り」を企画いたしました。協 

会、連盟の会員の皆様はもちろん、新しい会員の方にも幅広く参加していただ 
き、楽しみながら交流を深めてほしいと考えております。これは会員を増やす 
目的も含まれています。日本海または太平洋に馴染みのある方も、瀬戸内海の 
海の幸を味わっていただけたらと思っております。 

 
  中国地区ろうあ者大会の記念講演では、ドキュメンタリー映画「はだしのゲ 

ンが見たヒロシマ」の上映と「はだしのゲンが伝えたいこと」をテーマに講演 
会を開催いたします。講師は特定非営利活動法人 ANT-Hiroshima 理事長の渡 
部朋子様です。こちらもぜひお楽しみください。 

  また中国・四国地区ろうあ者体育大会では、選手の皆様の活躍を願っており 
ます。今大会でスポーツを通して親睦を深め、2025 年に東京で開催されるデ 
フリンピック成功のため、皆様と力を合わせてデフリンピックを盛り上げてい 
きましょう。 

 
  広島県ろうあ連盟実行委員会スタッフ一同、皆様が広島に来てよかったと思 

っていただけるよう頑張って準備を進めております。皆様にお会いできますこ 
とを楽しみにしております。 

 
広島へきんさい！ 

 
第６8 回中国地区ろうあ者大会 
第１6 回中国・四国地区ろうあ者体育大会 

実行委員長  迫田 和昭     
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第６８回中国地区ろうあ者大会開催要綱 兼 

第１６回中国・四国地区ろうあ者体育大会開催要綱（案） 

 

 １．目  的：中国５県のろうあ者が一堂に会し、ろうあ者がよりよい豊かな暮らしができ 

        るよう福祉の向上のために話し合うとともに、交流を深めるとともに、中国 

地区・四国地区のろうあ者がスポーツを通じて、技を競い、健全な心と体を 

養い、自立と社会参加を促進するために開催する。併せて市民のろうあ者に 

対する理解を深める。 

２．名  称：第６８回中国地区ろうあ者大会 兼 第１６回中国・四国地区ろうあ者体育大会 

３．主  催：中国地区ろうあ連盟 

４．主  管：一般社団法人広島県ろうあ連盟 

一般社団法人広島市ろうあ協会 

（第６８回中国地区ろうあ者大会・ 

第１６回中国・四国地区ろうあ体育大会実行委員会） 

 ５．後  援：広島県／広島市／広島県教育委員会／広島市教育委員会／社会福祉法人広島 

   （予定） 県社会福祉協議会／社会福祉法人広島市社会福祉協議会／社会福祉法人広島 

県共同募金会／公益財団法人広島観光コンベンションビューロー／一般社団 

法人広島県身体障害者団体連合会／公益社団法人広島県パラスポーツ協会／ 

公益社団法人広島市身体障害者福祉団体連合会／ＮＰＯ法人広島県難聴者・ 

中途失聴者支援協会／特定非営利活動法人広島盲ろう者友の会／広島市中途 

失聴・難聴者協会／一般社団法人広島聴覚障害者協会／社会福祉法人広島聴 

覚障害者福祉会／中国新聞社／社会福祉法人中国新聞社会事業団／ＮＨＫ広 

島放送局／中国放送／広島ホームテレビ／テレビ新広島／広島テレビ放送 

                             （順不同） 

 ６．競技主管：広島県ソフトボール協会／一般社団法人広島県卓球協会／広島県ボウリング 

（予定） 連盟／公益財団法人広島県サッカー協会／広島県グラウンド・ゴルフ協会 

 ７．協  力：広島県手話通訳派遣委員会／特定非営利活動法人広島県手話通訳問題研究会 

        ／広島県手話通訳士協会／広島県手話サークル連絡協議会 

 ８．期  日：２０２４年５月１７日（金）～１９日（日） 

 ９．会  場：広島市南区民文化センター、広島県聴覚障害者センター、瀬野川公園ソフト 

   （予定） ボール場、広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）武道場＆小アリー 

ナ、賀茂ボール、広島市心身障害者福祉センター、Balcom BMW 広島総合 

グランド補助競技場 

 10．内  容：第６８回中国地区ろうあ者大会 

           大会式典 記念講演 分科会 中国地区ろうあ連盟代表者会議 

        第１６回中国・四国地区ろうあ者体育大会 

           （1）第１６回ソフトボール競技  （2）第１６回卓球競技 

（3）第１６回ボウリング競技   （4）第１５回フットサル競技 

（5）第７回グラウンド・ゴルフ競技 

                                      以 上 
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第６８回中国地区ろうあ者大会 

第１６回中国・四国地区ろうあ者体育大会 

 日程表 
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日 程 時   間 行  事  名 会    場 

５月１７日 

（金） 

10:00～12:00 中国地区ろうあ連盟 代表者会議 

広島県聴覚障害者センター 

13:00～17:00 中国地区ろうあ連盟 運営委員会 

５月１８日 

（土） 

10:00～11:30 

(受付 09:30～) 
分科会 

第１分科会 「災害」 

広島市南区民文化センター 

第２分科会 「デフリンピック」 

12:30～13:20 第 68 回中国地区ろうあ者大会 式典 

13:30～15:20 

記念講演 講師：渡部 朋子氏 

特定非営利活動法人 ANT-Hiroshima 理事長 

「はだしのゲンが伝えたいこと」 

15:30～15:40 写真コンテスト結果発表・表彰 

15:40～15:45 引継ぎ式（広島 ⇒ 山口） 

16:00～16:45 第 16 回中国・四国地区ろうあ者体育大会 開会式 

16:45～18:00 
第 16 回中国・四国地区ろうあ者体育大会 

              監督・主将会議 

19:00～21:00 交 歓 会 さかなや道場 

５月１９日 

（日） 

09:00～15:00 

第 16 回ソフトボール競技 
瀬野川公園 

（ソフトボール場） 

第 16 回卓球競技 
広島県立総合体育館 

（小アリーナ） 

第 16 回ボウリング競技 賀茂ボール 

第 15 回フットサル競技 
広島市心身障害者 

福祉センター 

第 7 回グラウンド・ゴルフ競技 

Balcom BMW 

広島総合グランド 

（補助競技場）（予定） 

第 9 回軟式野球競技 瀬野川公園（野球場） 

05:00～14:00 特別企画 釣りを楽しむ会 廿日市市マリーン公園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          渡部 朋子氏 

被爆者の両親を持つ被爆二世。大学在学中に最愛の祖父を亡くしたことをきっかけに、広島 

の地に生まれ、育ったことの意味を探り始め、被爆者や被爆者を支えた人々の元を訪ね歩く。 

学びを深める中で「ヒロシマを知らぬ自分」を自覚し、その考察を卒業論文にまとめた。結 

婚後、３児の母となり、夫の法律事務所の事務局長を務める傍ら、アジアからの留学生を支 

援する活動を始め、１９８９年「アジアの友と手をつなぐ広島市民の会」を設立。２００７ 

年にはＮＰＯ法人格を取得、「ANT-Hiroshima」に改称し、理部長に就任する。 

数多くの広島の被爆者との出会いをベースに、広島の市民や子どもたち、広島を訪れる海外 

の研修生などを対象として、平和教育・平和文化交流を行う。あわせて、高齢化する被爆者 

の記録製作プロジエクトにも取り組む。また、アフガニスタン、バキスタン、ルワンダ、ネ 

パール、フィリピンなど、紛小地や被災地、貧困にあえぐ国や地域での国際協力活動にも長 

年力を注いでいる。 

 

 

映画「はだしのゲンが伝えたいこと」は漫画家・中沢啓治さんが、漫画「はだしのゲン」の 

ストーリーの元になった自らの被様体験を克明に語ったドキュメンタリー映画です｡ 「踏ま 

れても、大地にしっかりと根をはり、まっすぐに伸びる麦のような人間になれ」という「は 

だしのゲン」のテーマは、中沢さんが渾身の力を込めて、子ども達へ贈る永遠の平和のメッ 

セージでもあります。聞き手、企画者としてこの映画製作にかかわった私の経験を皆様と共 

有し、更に中沢さんの戦争や原爆への怒り、命の大切さやかけがえのない家族への思いを皆 

様とご一緒に考えたいと思います。 

また、今日私たちは、ロシアによるウクライナ侵攻により核兵器使用の脅威に直面していま 

す。この危機的な状況の中で、私たちに何ができるか、核問題の本質とは何か、今一度立ち 

止まって参加皆様と足元を見つめ考えたいと思います。 

- ４ - 

講演タイトル： 

「はだしのゲンが伝えたいこと」 

日時：２０２４年５月１８日（土） 

１３時３０分～１５時２０分 

場所：広島市南区民文化センターホール 

講師紹介 

講演内容 

 記 念 講 演 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  講師プロフィール 

三重県出身 

松阪市ろうあ福祉協会会長 

一般社団法人三重県聴覚障害者協会会長 

一般財団法人全日本ろうあ連盟福祉・労働副委員長 

                  分科会内容 

防災意識の向上と聴覚障害に対する理解をするために作 

った災害対応カードゲーム教材「クロスロード（聴覚障 

害者編）｣ で楽しみませんか！ 災害を自分の身に引き 

寄せて考えると同時に他者のさまざまな考えを知ること 

ができる、優れたゲームであるといわれ、聴覚障害者災 

害救援みえ本部が聞こえない人に合わせて考案しました。 

 

 

 

                    講師プロフィール 

                     秋田県出身 

                     役職：一般財団法人全日本ろうあ連盟 常任理事・事務局長 

                     経歴：全日本ろうあ連盟 常任理事・事務局長、デフリンピ 

ック運営委員会委員長、日本障がい者スポーツ協会理 

事、内閣府障害者政策委員会構成員等を歴任 

                    分科会内容 

「東京 2025 デフリンピックを応援しよう！」 

東京 2025 デフリンピック大会の気運醸成のために、 

中国・四国ブロックの皆さんへ！ 

「2025 東京デフリンピックの開催は、情報バリアフリ 

   ー、コミュニケーションバリアフリーを促進し、地域の共生社会をつくる大きな契機となります。 

手づくりの国際スポーツ大会を全国の仲間たちと多くの市民と共に手を取りあって、ろうの子ども 

たちにとり夢のある内容をつくりたいと思います。」 
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日時： ２０２４年５月１８日（土）  

１０時００分～１１時３０分（受付 ９時３０分～ 

場所： 広島市南区民文化センター 

第１分科会 『災害』 

第２分科会 『デフリンピック』 

講師：深川 誠子氏 

 分  科  会 

講師：久松 三二氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●テーマ：「乗り物」を題材とします。          ★撮影者は、応募者(同人物)でお願いします。 

●応募資格と対象者 2023 年度の「各県ろうあ連盟会費」 ★撮影方法は、カメラ・スマホでもかまいません。 

を納めた者で当大会に参加される会員          ★写真プリントは、Ａ４（210×297）サイズで 

●応募参加費：無料                   お願いします。 

●応募送付先：                    ★出品数は、お１人３点までです。 

〒734-0007 広島県広島市南区皆実町 1 丁目 6-29     ※未発表のものでお願いします。 

広島県健康福祉センター２Ｆ        ※過去と同じ作品は、ご遠慮下さい。 

一般社団法人広島県ろうあ連盟宛    ※趣旨に合わない作品は展示しない場合が 

●問い合わせ：一般社団法人広島県ろうあ連盟         あります。 

TEL:082-252-0303  FAX:082-252-0309     ★いかなる場合でも作品は、返却致しませんので 

E-Mail：                       ご注意下さい。 

★発表は、第６８回中国地区ろうあ者大会で行います。 

★一般来場者の投票によって特賞・佳作・連盟賞等を決定致します。 

★応募する際､ 「写真コンテスト作品応募用紙」に、必要事項を記入し、応募作品の裏面に応募用紙を貼付しご郵送 

ください｡ （応募〆切日まで必着） 

===================================================== 

第６８回中国地区ろうあ者大会 写真コンテスト作品応募用紙 
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題 材 名  

住   所 〒 

名   前  加盟団体名  

カメラ名  ＦＡＸ (   ) 

メールアドレス  

撮 影 日 令和  年  月  日 撮影場所  

作品応募締切 2024 年４月 28 日(日)【必着】

（土） 

【開催日】 
2024 年５月 18 日（土） 

 
【会場】 

広島市南区民文化センター 
（〒732-0816 広島市南区比治山町１６番２７号） 

 

 テーマ 『乗り物』 
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【分科会・第 68 回中国地区ろうあ者大会式典・写真コンテスト】 

5 月 18 日（土）10：00～15：45《受付 9：30～》 

広島市南区民文化センター 

        ：〒732-0816 広島市南区比治山本町 16 番 27 号      ：082-251-4120 
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交歓会の案内 

日 時：2024 年５月１８日(土)１９時～２１時 
（受付１８：３０～） 

 
場 所：さかなや道場  定員６０名 

   〒732-0822 広島県広島市南区松原町 1-5 
ホテルグランヴィア広島 B1F 

      ☎ 082-568-0911 
 
 
参加費:５，０００円（飲み放題付き） 

 
会 場 マ ッ プ 

第 68 回中国地区ろうあ者大会 



 

 

 

 

 

【開会式・監督主将会議会場】 

5 月 18 日（土）16：45～18：00 

広島市南区民文化センター 

        ：〒732-0816 広島市南区比治山本町 16 番 27 号      ：082-251-4120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各競技会場】 

 《ソフトボール競技・軟式野球競技》 

5 月 19 日（日）9：00～15：00 

瀬野川公園ソフトボール場・野球場 

         ：〒739-0302 広島県広島市安芸区上瀬野町      ：082-894-3210 
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会 場 マ ッ プ 

第 16 回中国・四国地区ろうあ者体育大会 



 

 

《卓球競技》 

5 月 19 日（日）9：00～15：00 

広島県立総合体育館（小アリーナ） 

         ：〒730-0011 広島市中区基町 4-1      ：082-228-1111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ボウリング競技》 

5 月 19 日（日）9：30～16：00 

賀茂ボール 

         ：〒739-0024 広島県東広島市西条町御薗宇 6120      ：0120-177-754 
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《フットサル競技》 

5 月 19 日（日）9：00～15：00 

広島市心身障害者福祉センター 

         ：〒732-0052 広島市東区光町二丁目１番５号      ：082-261-2333 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《グラウンド・ゴルフ競技》 

5 月 19 日（日）9：00～15：00 

Balcom BMW 広島総合グランド（補助競技場）（予定） 

         ：〒733-0036 広島市西区観音新町 2-11-124      ：082-231-3077 
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   第１６回ソフトボール競技 
 
       広島市安芸区・瀬野川多目的広場 
 
 

第１６回卓球競技 
 

広島市中区・広島県立総合体育館 
 
 

第１６回ボウリング競技 
 

東広島市・賀茂ボウル 
 
 

第１５回フットサル競技 
 

広島市東区・広島市心身障害者福祉センター 
 
 

第 9 回軟式野球競技 
 
       広島市安芸区・瀬野川多目的広場 
 
 

第７回グラウンド・ゴルフ競技 
 

広島市西区・広島県総合グランド 
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各競技実施要項 



 

第１６回ソフトボール競技 

１．競技種目 

  ソフトボールとする。(ファーストピッチ) 

２．競技規則 

  大会開催年度の公益財団法人日本ソフトボール協会オフィシャルソフトボールルール及び 

  本大会申し合わせ事項による。 

３．出場資格 

 （１）中国地区ろうあ連盟体育部または四国ろうあ連盟スポーツ委員会に選手登録費かつ定 

    められた大会参加費を納入した者｡ （連盟会員ではない中国・四国地区聾学校（高等 

    部の生徒）・ 一般高等学校同等以上の聴覚障害者も含む） 

 （２）出場するチームは 1 県につき、2 チームまでとする。 

 （３）県単位でチームを編成できない場合（１０人以下）､ 下記ブロック内から加入するこ 

    とができる。 

     中国ブロック 5 県（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県） 

     四国ブロック 4 県（香川県、徳島県、愛媛県、高知県） 

 （４）当年度において、優勝及び準優勝のチームは、全国ろうあ者体育大会ソフトボール競 

    技の出場資格を得るものとする。ただし、出場資格があるチームが出場しない場合は、 

    次点のチームが繰り上がるものとする。 

 （５）女子の選手登録を認める｡ （ソフトボール経験あり推奨） 

４．チームの編成 

 （１）１チームの編成は、監督を含む選手２０名以内とする。 

 （２）コーチまたはマネージャー、スコアラーが選手として出場することはできるが、選手 

    として出場する場合は、２０名の範囲内で登録しなければならない。 

 （３）監督の背番号は３０番、主将の背番号は１０番とする。 

５．試合球 

  検定ゴム 3 号球（ケンコウ）とする。 

６．競技方法 

  対戦方法は 3 チームの場合はリーグ戦方式、4 チーム以上の場合はトーナメント戦方式と 

  する。 

【リーグ戦方式】 

①試合は、7 イニング制と時間制９０分を併用し、どちらか先に達した時点で試合終了と 

 する。ただし、7 回を終了または９０分を越えた時点のイニング終了で同点の場合は、 

 次の回よりタイブレークを適用する。 

②タイブレークは継続打順とし、前回の最終打者を２塁走者とし、無死２塁の状態から 1 

イニング行い、得点の多いチームを勝ちとし、それでも同点の場合は抽選とする。 

 【トーナメント戦方式】 

①試合は、7 イニング制と時間制９０分を併用し、どちらか先に達した時点で試合終了と 

 する。ただし、7 回を終了または９０分を越えた時点のイニング終了で同点の場合は、 

 次の回よりタイブレークを適用する。 
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②５回以降 7 点差の場合は、コールドゲームとする。ただし、決勝戦を除く。 

③決勝戦は 7 回とする。同点の場合は 8 回よりタイブレークを適用する。時間制限なし。 

④タイブレークは継続打順とし、前回の最終打者を２塁走者とし、無死２塁の状態から１ 

イニング行い、得点の多いチームを勝ちとする。 

７．表 彰 

 （１）トーナメント戦の場合は、決勝戦終了後、閉会式において行う。リーグ戦の場合は、 

    全試合終了後、閉会式において行う。 

 （２）表彰内容は優勝・準優勝・第三位・最優秀選手賞・最優秀投手賞・最優秀打者賞・敢 

    闘賞とする。 

８．組み合わせ 

  監督主将会議において、大会の組み合わせ抽選を行う。 

９．競技用具 

 （１）バット、ヘルメット（ＪＳＡ）の点検をし、規定以外のもの及び危険と思われる用具 

は試合終了まで競技本部席で保管する。試合終了後、受け取りに来ること。 

 （２）チームのユニフォームは同色・同衣装で統一された品位あるものとする。また、帽子 

も同一のものとする。 

 （３）アームスリーブ（腕の保護ガード）を着用する場合は、アンダーシャツの着用と同様 

のルールを適用し、両腕にアンダーシャツと同色のものを着用しなければならない。 

（注）片腕のみ使用は禁止する。 

 （４）背番号は監督３０番、コーチ３１番・３２番、主将１０番、選手は１番～９９番まで 

とする。胸番号も同一とし、胸につけなければならない。 

 （５）攻撃中の打者・走者はヘルメットを着用しなければならない。コーチボックスではヘ 

ルメットを着用しなければならない。 

 （６）守備中の捕手は、スロートガード付マスク・ヘルメット・レガースを着用しなければ 

ならない。また、ボディプロテクターを着用しなければならない。 

 （７）準備投球の時、競技場内のいかなる場所で、投球練習する時でも捕球する者は必ずス 

ロートガード付マスク・捕手用ヘルメットを着用しなければならない。 

 （８）金属製スパイクの使用は認めない。また、危険行為をした場合と著しく大会の信用失 

墜に値する行為をした場合は退場とする。 

10．注意事項 

 （１）競技開始まで 

   ①試合開始予定時刻の３０分前、または前の試合の 4 回終了時に試合会場に集合するこ 

と。遅れた場合は、原則として棄権とみなす。 

②打順表は、試合開始予定時刻の３０分前、または前の試合の 4 回終了時までに打順表 

（５枚１組複写）に必要事項を記入し、必ずフリガナをつけて球場本部に提出するこ 

と。相手チームの打順表は審判・記録員の照合確認のうえ審判員より受け取る。 

   ③攻守順の決定は、打順表の提出時、審判員立ち会いのもと「コイン」のトスによって 

決定する。「コイン」の裏表は、先着（打順表持参）チームに優先権を与える。 

   ④競技者席は、組み合わせ番号の若い方を１塁側とする。ベンチに入る人数は、要項で 

    定められた者以内とする。 

    フィールディング 
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（ア）競技場に入ることを許されたメンバーで行うこと。 

（イ）後攻チームより 5 分間とし、審判員の指示に従うこと。 

（ウ）大会進行上、時間の短縮及び省略をすることもある。 

 （２）競技開始 

   ①「集合準備」の指示で、自己のベンチ前に一列横隊に立つ。 

   ②「集合」の号令と同時に駆け足でホームプレートをはさんで整列する。 

 （３）攻守交替・選手交替 

   ①すべて駆け足で敏速に交替を行うこと。 

   ②選手の交替は、監督が球審に速やかにその旨、通告すること。 

   ③テンポラリーランナー採用 

 （４）攻守交替のボール 

   ①特に指示がない場合は、ピッチャープレートの近くに置く。 

②試合終了後は、審判員に渡す。 

 （５）次打者 

   次打者は次打者席内で待機しなければならない。なお、安全面を考慮し、打席にいる打 

   者が右打者の場合は三塁側、左打者の場合は一塁側の次打者席で待機しなければならな 

い。 

11．競技場 

 （１）ダブルベースを使用する。 

 （２）外野フェンスを設営すること。68.58 メートル以上（225 フィート） 

 

12．その他 

 （１）審判員の判定に基づく判定に対して抗議することは許されない。ルール上の疑義につ 

    いては、監督に限り、これをただすことができる。 

 （２）小雨でも決行するが、万一試合を中止または開始時刻を変更する場合は、大会本部か 

ら各チームに連絡する。また、午前中雨天でも天候の回復状況により、試合を開始す 

ることもある。 

 （３）第 1 試合開始前に始球式を行う。 

 （４）監督主将会議及び開会式はユニフォーム着用を義務とする。 

13．本要項の改正 

 ・施 行  2009 年 第 1 回中国・四国地区ろうあ者体育大会 

 ・一部改正 2012 年 第 2 回中国・四国地区ろうあ連盟体育委員会 

 ・一部改正 2013 年 第 2 回中国・四国地区ろうあ連盟体育委員会 

 ・一部改正 2014 年 第 2 回中国・四国地区ろうあ連盟体育委員会 

 ・一部改正 2016 年 第 2 回中国・四国地区ろうあ連盟体育委員会 

 ・一部改正 2023 年 第 2 回中国・四国地区ろうあ連盟体育委員会 
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第１６回卓球競技  

 

１．競技規則 

大会開催年度の公益財団法人日本卓球協会ルール及び本大会申し合わせ事項による。  

２．出場資格 

中国地区ろうあ連盟と四国ろうあ連盟の会員であり、中国地区ろうあ連盟体育部または四 

国ろうあ連盟スポーツ委員会に選手登録費かつ定められた大会参加費を納入した聴覚障害 

者｡ （連盟会員でない中で、中国・四国地区聾学校（中学部・高等部の生徒）､ 一般中学 

生以上の聴覚障害者を含む） 

３．競技種目 

ダブルス戦：男子ダブルス・女子ダブルス 

個 人 戦 ：男子シングルス・女子シングルス 

４．競技方法 

ダブルス戦は予選リーグと決勝トーナメント戦を行う。 

県からの出場が 1 名だけの選手は、下記ブロック内から 1 名だけの選手と組むことができ 

る。ただし、別紙のダブルス組み合わせ同意書を提出すること。 

  中国ブロック 5 県（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県） 

四国ブロック 4 県（香川県、徳島県、愛媛県、高知県） 

シングルス戦は予選リーグと決勝トーナメント戦を行う。 

参加状況により、競技方法を変更することがある。 

５．表 彰 

  男子シングルス戦・女子シングルス戦は優勝・準優勝・第三位を授与する。 

男子ダブルス戦・女子ダブルス戦は優勝組・準優勝組・第三位組を授与する。 

６．その他 

 （１）組み合わせのシード権は下記のとおりとする。 

    前回の男子シングルス戦・女子シングルス戦で優勝・準優勝・第三位・第四位、男子 

    ダブルス戦・女子ダブルス戦で優勝組・準優勝組・第三位組・第四位組とする。 

 （２）使用球 

    ＪＴＴＡ公認の白色 40mm ボールを使用する。 

    （メーカーは主管協会・審判員が決めるものとする｡ ） 

 （３）ゼッケン 

    ＪＴＴＡ公認のゼッケンか、右図の通り作成し、 

    ユニフォームの背中の中央部分に必ず付けること。 

    縦 21cm × 横 28 ㎝ (生地は白であること)  

 （４）新型コロナウイルス感染症対策に従い、当面の間は次の通りで注意しておく。手及び 

タオルで卓球台を拭かない。タオルボックスは主審の利用隣に置く。汗拭きもベンチ 

側で行なう。プレー以外の会話をする際には出来るだけマスクを着用してください。 
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選手名 

都道府県名 



 

第１６回ボウリング競技  

 

１．出場資格 

  中国地区ろうあ連盟と四国ろうあ連盟の会員であり、中国地区ろうあ連盟体育部または四 

  国ろうあ連盟スポーツ委員会に選手登録費かつ定められた大会参加費を納入した聴覚障害 

  者｡ （連盟会員でない中で、中国・四国地区聾学校（中学部・高等部の生徒）､ 一般中学 

  生以上の聴覚障害者を含む）  

２．競技種目 

 （１）個人戦は男子個人・女子個人とする。 

 （２）団体戦は男女混合とする。 

３．チーム編成 

  団体戦 1 チーム 4 名（補強選手は、ブロック内とし、2 名までとする｡ ） 

４．競技方法 

 （１）個人戦 1 人 9 ゲーム行う｡ （団体戦含む） 

 （２）個人戦 男女とも 9 ゲームとし、トータルピンにより順位を決める。シリーズ（３Ｇ） 

    ごとに３ＢＯＸ移動する。 

 （３）団体戦１チームにつき３６ゲーム（個人戦 9 ゲーム×４人）とし、そのトータルピン 

    により順位を決める。ただし、女子の HDCP（ハンディキャップ）は１５Ｐとする。 

５．表 彰 

 （１）個人戦は男女とも優勝、準優勝、第 3 位の者には、賞状・トロフィー又は盾を授与す 

る。但し、男女ともに参加者が１２名以上の場合は、男女とも第６位まで入賞を授与 

する。なお、最高得点者に対して、H/G 賞および H/S 賞を授与する。（個人戦 9 ゲー 

ムのスクラッチが対象） 

 （２）団体戦は優勝、準優勝、第三位チームには、賞状・トロフィー又は盾を授与する。 

６．競技規則 

 （１）大会開催年度のＪＢＣ（公益財団法人全日本ボウリング協会）規則を準用する。大会 

    中の競技運営については、技術委員の指示に従うこと。 

 （２）競技出場選手は必ず個人名のユニフォームを着用すること。 

 （３）競技は、デュアルレーン方式（アメリカ方式）で行う。 

 （４）競技中トラブルが発生した時は、競技を一時中断し、技術委員の指示に従うこと。 

 （５）ゲームスタートの合図旗時に遅刻した場合は、そのゲームは 0 点とする。 

 （６）競技中、ボウラーズベンチ内では喫煙、飲食、補聴器装着や携帯電話の使用などを禁 

    止する。 

 （７）団体戦の投球メンバー変更は、所定用紙にて監督主将会議の終了までに提出すること。 

以降変更はできない。 
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１５回フットサル競技 
 

１．出場資格 

  中国地区ろうあ連盟体育部または四国ろうあ連盟スポーツ委員会に選手登録費かつ定めら 

れた大会参加費を納入した者｡ （連盟会員でない中国・四国地区聾学校（高等部の生徒）・ 

一般高等学校同等以上の聴覚障害者も含む） 

２．チームの編成 

 （１）加盟団体単位に編成したチームとする。但し、加盟団体単位にチーム編成が困難な場 

合は当該ブロック内に限り、連合チームを編成することができる。 

 （２）女性の選手登録を認める。 

 （３）チームの構成は、コーチングスタッフ 4 名、選手１２名を上限とする。 

 （４）チーム内の人数不足などの場合、他県から選手を 3 名以内で補強することができる。 

    この場合、当該他県の体育部長の許可を要する。但し、監督主将会議前に補強選手申 

請書の提出がない場合、当該選手の出場を認めないものとする。 

３．競技方法 

 （１）リーグ戦を行う。但し参加チームの数によってはトーナメント方式で行うことがある。 

 （２）試合時間は、大会開催地の実行委員会・技術委員・審判団が協議して決定する。 

 （３）基本は「ランニングタイム」を採用する。 

 （４）トーナメント方式で同点の場合は、ＰＫ戦により決定する。 

４．競技規則 

 （１）大会開催年度の公益財団法人日本サッカー協会「フットサル競技規則」による。 

 （２）競技中における選手のメガネおよび補聴器の装着は認めない。 

 （３）シューズはフットサル用シューズ、または体育館シューズを使用すること。 

５．組み合わせ 

  監督主将会議において、抽選組み合わせを行う。 

６．その他 

 （１）監督主将会議において、試合で着用するユニフォームのカラーを確認します。 

    ユニフォーム（フィールドプレーヤー及びゴールキーパーのゲームシャツ・ゲームパ 

ンツ・ソックス）・ビブスを持参すること。 

 （２）背番号＋胸番号は「競技参加申込書」に登録したユニフォームを着用すること。 

    （※背番号＋胸番号付きビブス着用は認めない。） 

 （３）連合チームに限り、胸番号＋背番号付きビブスを着用可とする。 

    但し、ビブスのカラーは２色を準備すること。（※ゲームパンツ・ソックスは自由とする。） 

（４）監督主将会議において、事前連絡もなく遅刻・無断欠席した場合は、本大会の出場を 

認めない。 

 （５）審判の合図は笛の代わりに見てわかるように、フラッグで合図しなければならない。 

 （６）プレー中、コート内での水分補給はできない。水分補給はタイムアウト中か選手交代 

の際、ベンチの指定されたエリア（給水スポット）で行うこと。プレー時の飲料は「 

水のみ」とし容易にフロアに濡れないスクイズボトル等に入れること。又、スポーツ 

ドリンク、ジュース等の飲料は事前に指定されたエリア以外で摂ることは認められま 

せん。 

 （７）コート内での飲食は禁止します。（水分補給は可） 
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第９回軟式野球競技 

 

１．競技種目 

  軟式野球競技とする。 

２．競技規則 

  大会開催年度の公認野球規則および公益財団法人全日本軟式野球連盟競技規則ならびに本 

  大会申し合わせ事項による。 

３．出場資格 

 （１）中国地区ろうあ連盟体育部または四国ろうあ連盟スポーツ委員会に選手登録費かつ定 

    められた大会参加費を納入した者｡ （連盟会員でない中国・四国地区聾学校（高等部 

の生徒）・一般高等学校同等以上の聴覚障害者も含む） 

 （２）１チームに中国・四国地区ブロック内の他県のチームから選手を 3 名以内で補強する 

ことができる。この場合、該当する他県の体育部長の許可を要する。大会参加費は補 

強選手が出場するチームの所属する県の協会に納め、選手登録費は補強選手が協会会 

員となっている他県の協会を通して納めるものとする。 

 （３）当年度において、優勝チームは、全国ろうあ者体育大会軟式野球競技の出場資格を得 

るものとする。ただし、出場資格のあるチームが出場しない場合は、次点のチームが 

繰り上がるものとする。 

 （４）出場チーム数が 1 チームなどにより、予選大会が成立しない場合でも中国・四国地区 

ろうあ者体育大会に参加する。その上で全国ろうあ者体育大会軟式野球競技の出場資 

格を得るものとする。 

４．チーム編成 

 （１）１チームの編成は、監督を含む選手２０名以内とする。 

 （２）コーチまたはマネージャー、スコアラーが選手として出場することはできるが、選手 

として出場する場合は、２０名の範囲内で登録しなければならない。 

 （３）監督の背番号は３０番、主将の背番号は１０番とする。 

５．競技方法 

  対戦方法は、3 チームの場合はリーグ戦方式、2 チームまたは 4 チーム以上の場合はトー 

ナメント戦方式とする。 

（１）トーナメント戦方式 

  ①試合は、7 イニング制と時間制１時間４５分を併用し、どちらか先に達した時点で試 

合終了とする。ただし、7 回を終了または１時間４５分を越えた時点のイニング終了 

で同点の場合は、次の回よりタイブレークを適用する。 

   ②5 回以降 7 点差の場合は、コールドゲームとする。ただし、決勝戦を除く。 

   ③決勝戦は 7 回とする。同点の場合は 8 回よりタイブレークを適用する。時間制限なし。 

④タイブレークは継続打順とし、前回の最終打者を 2 塁走者とし、無死 2 塁の状態から 
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    1 イニング行い、得点の多いチームを勝ちとする。 

 （２）リーグ戦方式 

   ①試合は、7 イニング制と時間制１時間４５分を併用し、どちらか先に達した時点で試 

合終了とする。ただし、7 回を終了または１時間４５分を越えた時点のイニング終了 

で同点の場合は、次の回よりタイブレークを適用する。 

   ②タイブレークは継続打順とし、前回の最終打者を２塁走者とし、無死２塁の状態から 

    1 イニング行い、得点の多いチームを勝ちとし、それでも同点の場合は抽選とする。 

６．表 彰 

 （１）トーナメント戦の場合は、決勝戦終了後、閉会式において行う。リーグ戦の場合は、 

全試合終了後、閉会式において行う。 

 （２）表彰内容は優勝・準優勝・第三位・最優秀選手賞・最優秀投手賞・最優秀打者賞・  

敢闘賞とする。 

７．組み合わせ 

  監督主将会議において、大会の組み合わせ抽選を行う。 

８．競技用具 

 （１）バット、ヘルメットの点検をし、規定以外のもの及び危険と思われる用具は試合終了 

まで競技本部席で保管する。試合終了後、受け取りに来ること。 

 （２）チームのユニフォームは同色・同衣装で統一された品位あるものとする。また、帽子 

も同一のものとする。 

 （３）背番号は監督３０番、コーチ３１番・３２番、主将１０番、選手は１番～９９番まで 

とする。胸番号も同一とし、胸につけなければならない。 

 （４）攻撃中の打者・走者はヘルメットを着用しなければならない。コーチボックスではヘ 

ルメットを着用しなければならない。 

 （５）守備中の捕手は、スロートガード付マスク・ヘルメット・レガースを着用しなければ 

ならない。また、ボディプロテクターを着用しなければならない。 

 （６）準備投球の時、競技場内のいかなる場所で、投球練習する時でも捕球する者は必ずス 

ロートガード付マスク・捕手用ヘルメットを着用しなければならない。 

９．注意事項 

 （１）競技開始まで 

   ①試合開始予定時刻の３０分前、または前の試合の 4 回終了時に試合会場に集合するこ 

と。遅れた場合は、原則として棄権とみなす。 

   ②打順表は、試合開始予定時刻の３０分前、または前の試合の 4 回終了時までに打順表 

（5 枚 1 組複写）に必要事項を記入し、必ずフリガナをつけて球場本部に提出するこ 

と。相手チームの打順表は審判・記録員の照合確認のうえ審判員より受け取る。 

   ③攻守順の決定は、打順表の提出時、審判員立ち会いのもと「コイン」のトスによって 

決定する。「コイン」の裏表は、先着（打順表持参）チームに優先権を与える。 
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   ④競技者席は、組み合わせ番号の若い方を１塁側とする。ベンチに入る人数は、要項で 

定められた者以内とする。 

⑤フィールディング 

（ア）競技場に入ることを許されたメンバーで行うこと。 

（イ）後攻チームより 5 分間とし、審判員の指示に従うこと。 

（ウ）大会進行上、時間の短縮及び省略をすることもある。 

 （２）競技開始 

   ①「集合準備」の指示で、自己のベンチ前に一列横隊に立つ。 

   ②「集合」の号令と同時に駆け足でホームプレートをはさんで整列する。 

 （３）攻守交替・選手交替 

   ①すべて駆け足で敏速に交替を行うこと。 

   ②選手の交替は、監督が球審に速やかにその旨、通告すること。 

 （４）攻守交替のボール 

   ①特に指示がない場合は、ピッチャープレートの近くに置く。 

   ②試合終了後は、審判員に渡す。 

10．その他 

 （１）審判員の判定に基づく判定に対して抗議することは許されない。ルール上の疑義につ 

いては、監督に限り、これをただすことができる。 

 （２）小雨でも決行するが、万一試合を中止または開始時刻を変更する場合は、大会本部か 

ら各チームに連絡する。また、午前中雨天でも天候の回復状況により、試合を開始す 

ることもある。 

 （３）第 1 試合開始前に始球式を行う。 

 （４）監督主将会議及び開会式はユニフォーム着用を義務とする。 
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第７回グラウンド・ゴルフ競技 

 

１．競技種目 

  グラウンド・ゴルフ競技とする。 

２．競技規則 

  大会開催年度の公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会「グラウンド・ゴルフルールブ 

ック競技規則」および大会申し合わせ事項による。 

３．出場資格 

  中国地区ろうあ連盟体育部または四国ろうあ連盟スポーツ委員会に選手登録費かつ定めら 

れた大会参加費を納入した者｡ （連盟会員でない中国・四国地区聾学校（高等部の生徒）・ 

一般高等学校同等以上の聴覚障害者も含む） 

４．個人戦の順位 

  個人戦の順位は競技終了後、合計打数の少ないプレイヤーを上位とする。同じ場合は、最 

上打数の多いプレイヤーを上位とする。これも同じ場合は、次の最小打数の多いプレイヤ 

ーを上位とする。それでも全く同じ場合は、主催者が事前に取り決めておいた方法による。 

５．競技方法 

 （１）（公社）日本グラウンド・ゴルフ協会のオフィシャルルールを適用し、本大会要項に 

より競技をする。 

 （２）競技は個人戦とし、8 ホール×3 ラウンド（２４ホール）ストロークマッチとする。 

 （３）競技は、1 コース、2 コース、3 コース（Ａ．Ｂ．Ｃ）並列制でプレーをする。 

 （４）スタートホールは 3 ラウンドとも同じだが、ラウンドごとにコースを移動してプレー 

をする。 

 （５）打順は 3 ラウンドともローテーション方式とし、重複しないように順送りをする。 

 （６）スコアラーは打数を確認の上、スコアカードのすべての個所に「算用数字」で記入し、 

（０の場合も）ラウンド終了ごとに、速やかに本部スコアカード回収担当に提出する 

こと。 

 （７）スコアラーはホールインワン達成者にリボンを渡す。リボンは 1 人 1 個とし、3 ラウ 

ンド終了後に「ホールインワン賞」と交換する。 

 （８）ボールが他のホールに「トマリ」になった場合は、1 打追加してホールポストに近づ 

かないで、クラブ 1 本分の距離内にボールを置き、次の打数を行うこと。 

 （９）ボールを打てない場合、その位置からホールポストに近づかないで、クラブ 1 本分の 

距離内にボールを置き、次の打数を行うこと。 

 （10）競技の進行を早めるため、ホールポストの約１６センチ以内に近づいたボールは「お 

先に」の先行を行う。それ以外の「お先に」は同じ組の競技者に同意を求める。 

 （11）ゲーム中の判定は競技者自身が行う。判定が困難な場合は、同伴者の同意を求める。 

それでも判定が困難な場合は、審判員に委ねる。 

６．スコア集計・成績表 

 （１）合計打数の少ない順に順位を決定する。 

 （２）同じ打数の場合は、1 打・2 打の多いほうを上位とし、それでも同数の場合は「イン 

ベスト式」で処理する。 

 

- ２２ - 



 

 （３）ＢＢの順位も（1）・（2）に準ずる。 

７．表 彰 

 （１）表彰は、競技終了後の閉会式において表彰する。 

 （２）個人戦は男女とも優勝・準優勝・第三位に賞状・盾を授与する。ＢＢは盾を授与する。 

８．用具等 

  グラウンド・ゴルフで用いるクラブ、ボール、マウス、手袋は「グラウンド・ゴルフ ルー 

ルブック」用具標準規則（第 5 条）に定められているものを使用する。 

９．競技時間、タイムスケジュール等 

  主催者、技術委員、実行委員会が協議の上で決定する。 

10．競技上の注意事項 

 （１）ルール・マナーを守って競技および行動をしなければならない。 

 （２）競技場内は、指定場所以外一切禁煙のこと。 

 （３）持ち物は各自の責任で管理し、盗難に注意すること。 

 （４）ごみ等の後始末は、各自責任をもって持ち帰ること。 
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申込方法について 
 
１．申し込み方法及び期限について 
   ・ろうあ者大会に参加される方は、参加申込書（個人）に必要事項をご記入の上、所属 

協会の責任者にお申込みください。 
   ・体育大会に参加される方につきましても、各県所属協会の責任者が参加申込書（個人） 

をお取りまとめの上、各競技の選手参加申込書と総括申込書をあわせて、一般社団法 
人広島県ろうあ連盟の事務局へ郵送でお申込みください。 

  ※体育大会に参加される方は、必ずろうあ者大会にもご参加ください。 
 

  ・個人申込締切は２０２４年３月１８日（月）までです。 
 
   ・各県所属協会の責任者は、参加申込書（個人）を取りまとめの上、一般社団法人広島 

県ろうあ連盟宛に 2024 年３月 25 日(月)までに郵送して下さい。【必着】 
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〇 参加申込書（個人） 

〇 各競技参加申込書 

〇 誓約書 

＜ ろうあ者大会参加・体育大会に出場する選手の参加申込 
＞ 

 個人申込 
３月１８日（月） 

締切 

 

各県所属協会 

（参加申込書（個人）・総括申込書） 

 〔申込み先・お問い合わせ〕 
 
〒734-0007 広島市南区皆実町１丁目 6-29 
         広島県健康福祉センター２Ｆ 
  一般社団法人 広島県ろうあ連盟気付 
            大会実行委員会事務局 
 
TEL：082-252-0303  FAX：082-252-0309 
E-mail：hiroshimaken.deaf.taikai@gmail.com 

 振込み締切 
３月２５日
（月）厳守 

 

mailto:hiroshimaken.deaf.taikai@gmail.com


 

２．大会参加費などの振込先について 
   ・大会参加費・分科会参加費・交歓会参加費・体育大会・釣り大会等すべての費用を 

2024 年３月 25 日（月）までに【厳守】下記の銀行口座へお振込み下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ・大会参加費（2,000 円）には、お弁当代は含まれていません。 
   ・大会参加費・分科会参加費・交歓会参加費・弁当代金 等は、全額前払いです。 

 ・振込確認後、５月上旬までに参加券を各県の所属協会事務所へ送付いたします。 
 ・各県の所属協会事務所を通じて受け取られた参加券は、当日ご持参頂き、各会場の受 

付にご提出ください。 
 
３．変更及びキャンセルについて 
   ・大会参加費については、お申し込み後はいかなる場合でも、一切返金いたしません。 

ご承知おきください。 
・振込後の変更に伴うご返金は、大会終了後に精算させていただきます。 
・変更及びキャンセルが生じましたら、直ちに一般社団法人広島県ろうあ連盟までご連 

絡をお願いします。あわせて、返金先の口座名、口座番号もお知らせください。 
・大会参加費を除いた各々のキャンセル料は下記をご確認ください。 
・返金は振込み手数料を差引いた金額とさせていただきます。 

 
4. 昼食（お弁当）について 
   ・５月１８日（土）・１９日（日）のお弁当の注文を受け付けます。 
    代金は１，０００円（税込）・お茶付 
   ・ご注文される方は個人申込書に○印をご記入ください。 
   ・大会会場周辺及びスポーツ会場周辺には、昼食会場が少ないので、お弁当のお申込み 

をお勧めいたします。 
   ・尚、お弁当のキャンセル料は大会実施３日前より１００％申し受けます。 
 
５．交歓会のご案内 
   ・皆様の親睦を深めることを目的に、下記にて交歓会を開催いたします。さらなる交流 

の場として、また情報交換の場として楽しい時間をお過ごし頂きたいと存じます。 
    定員（６０名）がございますが、たくさんのご参加をお待ち申し上げます。 
     日時／時間：５月１８日（土） 19：00～２1：00（受付 18：30～） 
     場所：さかなや道場 

〒732-0822 広島県広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 B1F 
     電話：082-568-0911 
    会費：お一人様 ５，０００円（飲み放題付き） 
   ・尚、交歓会のキャンセル料は大会実施日３日前より１００％申し受けます。 
   
６. 宿泊について 
   ・各自で手配お願いします。 
 
７．この度の大会にご参加さる皆様に対し、万一に備え傷害保険への加入をお勧めします。 
   ・体育大会に参加される選手の皆様は、必ず加入してください。 
   ・一般参加の皆様につきましては、ご希望される方のみご加入ください。 

   ・尚、保険の補償範囲は集合地から解散するまでの間になります。 
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  振 込 先   
  金融機関：広島銀行 
  支  店：皆実町支店 

預金科目：普通 
口座番号：3381237 

   受取人名：中国四国ろうあ者大会 
委員長 迫田和昭 

★お振込手数料は各自でご負担お願いします。 



 

第６８回中国地区ろうあ者大会 第１６回中国・四国地区ろうあ者体育大会 

 

 参加申込書（個人用）   （中国ブロック用） 

 

ふりがな  性 別 年 齢 

氏名  男・女 歳 

住所 

〒   - 

 

 

種別 （該当に☑） □運営委員  □ろう者  □盲ろう者  □聞こえる人 

所属協会  

※個人情報は、この大会事務局以外には使用いたしません。 

※この申込書をコピーの上、控えとしてお手元にお取り置きください。 

※宿泊は各自でご手配お願いします。 

- ２６ - 

期 日 摘 要 申込み 金額 申込み金額（円） 

５月１８日 

（土） 

大会参加費 
一 般 

〇 
２，０００円 円 

中高生 ５００円 円 

第１分科会『災害』  １，０００円 円 

第２分科会『デフリンピック』  １，０００円 円 

弁当（お茶付き）  １，０００円 円 

交 歓 会  ５，０００円 円 

託児（2 歳～）  １人 ５００円 円 

※託児希望者は事務局へ連絡下さい。託児申込書を送ります。 

申込欄に希望人数を入れて下さい。金額は人数を掛けます。 

※１９日の体育大会競技の応援のみの参加者は記入不要 

５月１９日 

（日） 

ソフトボール競技  １，０００円 

中高生    

５００円  

 

※選手の方は 

出場競技に 

〇印 

円 

卓球競技  

ボウリング競技  

フットサル競技  

グラウンド・ゴルフ競技  

軟式野球競技  

 ※体育大会競技の応援のみの参加者は無料です。 

真鯛船釣り大会  ８，０００円 円 

弁当（お茶付き）  １，０００円 円 

※選手以外の方 ⇒ 持って行く場所（競技：          ） 

※真鯛船釣り大会の弁当は不可 

保 険 料 18 日（ ）・19 日（ ） 1 日 １００円 円 

   ※保険料は必要日に〇を記入。 合計 円 


